離婚協議申入れ書

令和　　年　　月　　日
被通知人
東京都●●区●●町●丁目●番●号
●●　●●　殿

通知人

神奈川県●●市●●区●●

○丁目○番○号
　○○　○○

本通知書作成代理人

〒１０３－０００７

東京都中央区日本橋浜町２－１９－８

文化エステート浜町ビル８階

行政書士　東京中央法務オフィス

行政書士　小竹　広光

冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

前略

私は、貴殿と平成●年●月●日に結婚し、すでに●年が経ちます。

結婚当初から、貴殿からの暴力や度重なる不貞行為、ギャンブルと借金などに苦しみながらも、夫婦生活を継続してまいりました。

その都度、再三の「二度と暴力も浮気もしない」「絶対にこれが最後だ」などの言葉を信じ続けてきましたが、その後も貴殿の上記非行は止むことが無く、今般、新たな不貞行為の発覚により、これ以上の夫婦共同生活を継続することが不可能な状態となり、やむを得ず、私たちは、平成●●年●●月より別居に至っております。

それ以外にも、とても書面では書き切れませんが、再三の貴殿の嘘と裏切り行為により、私は今なお、不眠、摂食障害、人間不信などに苦しみ、日常生活も困難なほどの精神状態に陥っております。

つきましては、私は、貴殿に対し、離婚協議の申入れをするとともに、以下のとおり要求させて頂く次第であります。

１　慰謝料として金○〇〇万円を、本書面到着後１週間以内に、下記指定口座へ振込送金の方法によりお支払い下さい。

２　本書面到着日の属する月より離婚が成立となる日の属する月まで、婚姻費用として、毎月金●●万円ずつ、お支払い下さい。

３　離婚が成立となる日の翌月より、子供達の養育費として、それぞれ大学を卒業する日の属する月まで、毎月金●万円ずつ支払うという趣旨内容の公正証書を作成することについて同意承諾して下さい。

４　今後の本件に関する回答その他一切の連絡事項は、すべて私宛の書面のみとして下さい。

５　本件解決となるまでの間、私の家族や友人、知人などに対して一切の接触接近をしないで下さい。
なお、本書面到着後１週間以内に何等の回答も頂けない場合には、家庭裁判所に対して、婚姻費用の請求を含めた離婚調停の申立を行ないますので、ご承知おき下さい。
また、本書面受領後に上記の接近接触などが発見された場合、誠に遺憾ながら、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（以下「ＤＶ保護法」という。）に基づく接近禁止命令の申立を行うとともに、強要罪（刑法第２２３条）や脅迫罪（刑法第２２２条）、など、刑事告訴などの然るべき手段をとる所存ですので、ご善処いただけますよう、申し添えます。
草々
　　　　　　　　　記
　　　銀行名　：●●●●銀行
　　　支店名　：●●●●支店
　　　預金種別：普通預金
　　　口座番号：★★★★★★★
　　　口座名義：○○　▲▲
　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
